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9 お わ り に
このように，紡績という技術が持つ，様々な繊維に適用できる（trans-fibers）性質「繊維横
断性」が，生産者をして，原料をより安価なもので代替すること，そのとき最も手に入りやすい
原料を組み合わせること，時に屑糸を再資源化し再利用することによって安さや軽さを実現させ
た。このような観点は，産業革命あるいはその前史を複合的な視点から読み直すことを可能にす
る。
絹紡糸という，絹でありながら生糸より安く，それでいて木綿にはない輝きを放ち，より大量
生産に適合的で，スケールメリットを追求しうる「絹と木綿の中間」にある素材に注目すること
で，紡績技術における素材間の互換性が際立ち，「絹の民衆化」，ひいてはファッションの民衆化
の本質をより深く理解しうるのではないだろうか。
ただそのためには最終的に人絹（レーヨン），その他の化学繊維の開発や生産技術の改良とそ
れによるファッションの変化までを視野に入れてしかるべきであり，それは今後の課題とする。
絹紡糸はアジア・ヨーロッパの両方で，所有者に表面的なラグジュアリーを提供する大衆消費
型ファッションの成立に大きく貢献した。ヨーロッパにおいてベルベットやリボン，クレープが，
日本においては銘仙が実現した「手に入るラグジュアリーaccessibleluxury」は，生産局面に
おける大きな技術進化のみならず，百貨店や鉄道，（ファッション）雑誌の普及といった諸条件
に支えられながら，人々，特に女性，の意識や行動に大きな変化をもたらすのであるが，これに
ついても稿を改めることとしたい。
（１） 濱崎實『絹糸紡績業の経済分析』明文書店，1990，p.56。
（2） 日本でも律令制下において，製糸や製織は徹底した管理体制の中で行われており，身分制的衣料と
しての絹（養蚕・製糸・絹織）が庶民の衣服として消費されることは江戸時代中期までほとんどなかっ
た（永原慶二『苧麻・絹・木綿の社会史』吉川弘文館，2003年，p.157）。
（3） その起源や時期について統一した見解は存在しない。AnneHolanderやJenniferHarrisは12世
紀を「神や社会秩序に逆らう」ファッションの誕生時期とするし，ジンメルは封建制後に登場するも
のと考え，GrantMcCrackenは近代的消費の起源をエリザベス期と措定し，ChandrraMukerjiは
快楽主義的消費主義の起源を15，16世紀頃と考える。17世紀のフランス貴族の消費にその起源を求
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（なお本研究は日本学術振興会による科研基盤研究B「18～20世紀の糸・布・衣の廉価化をめぐる世界史」
（平成27～30年度），研究活動スタート支援「世界史の中の秩父銘仙 18731934：地域と人びとの声」（平
成29・30年度）及び，城西大学学長所管研究費「民衆文化のデジタルアーカイブ化と多言語発信による
大学・地域の価値創造」（平成29・30年）の助成を受けた。）
注
めるRosalindHWiliamsに対し，PhilippePerrotは12から19世紀という長い期間の中で近代的
消費が出現したと考える。しかし「ファッション」をヨーロッパの服飾に限定して考えると，その起
源を「スタイルが連続的・加速度的に変化する現象が見られる」ようになった中世後期のブルゴーニュ
に見る向きが強く（PaulPost,Boucher,VonBoehn,Flugel,Laver,Braudel,Brenninkmever,
Lipovetsky），ゾンバルトも「宮廷は近代資本主義システムの基盤」と捉えた。体にフィットする構
造上の変化を重要視するとき，12世紀におけるカッティングの変化が指摘されることもあるが，や
はりこの時期の史料は少なく，やはり14世紀における男性ファッションのラディカルな変化（上着
の丈が短く，これにレギンスを合わせるスタイルが一般化した）を指摘するQuicheratらが説得力
をもつ。
ここで特筆すべきは，19・20世紀以前にはファッションがヨーロッパ独自の現象だったというフェ
ルナン・ブローデルやニール・マッケンドリックの見解とは一線を画すも，アジア由来の手工業品が
ヨーロッパにおける消費革命を刺激したというグローバル・ヒストリーが強調する定説にファッショ
ンの文脈から挑戦するジョン・スタイルズの考えである。
スタイルズは東インド会社によるインド更紗の輸入が1750年以前のイギリスやヨーロッパのファッ
ションを大転換させたことを否定し，むしろ中世末期イタリアの都市国家間でみられたような新奇性
noveltyを追求する重商主義的輸入代替が近世に西ヨーロッパ全域へと広がったことを決定的に重要
視する。こうしたメカニズムによって17世紀には毎年あるいはシーズンごとのファッションサイク
ルが一握りの中心都市からヨーロッパ全域へと広まり，それは原産地ではなく消費地の消費者選好が
生産工程を遡って反映することを特徴とした。このイノベーションによって生じた時間的，地理的ファッ
ションサイクルこそが現在の今日のファッションを形作っていると考えるのである。Fernand
Braudel,CivilizationandCapitalism15th18thCentury:theStructuresofEverydayLife,Berkeley,
1992,pp.312313;NeilMcKendrick,Thecommercializationoffashion,inN.McKendricketal.
eds,TheBirthofaConsumerSociety:TheCommercializationofEighteenth-CenturyEngland,
London,1982,pp.3642,ジョン・スタイルズ「アジアの織物とヨーロッパ」（草光俊雄・眞嶋史叙
編『欲望と消費の系譜』NTT出版，2014年，pp.2760）参照のこと。
（4） 一方で，「ファッション」はフランス語modeに対応する英語であるが，元来「やり方」という意
味をもつmodeは17世紀から宮廷での礼儀作法，特にドレスコードを表す言葉となった。その主た
る素材は絹とレースという排他的なかつ，フランス王国の新しいステープルに基づくラグジュアリー
であったが，18世紀に入ると消費革命を背景に新大陸やアジアから流入する半奢侈への需要が拡大。
都市に住む女性が自ら稼ぎ，消費する生活スタイルが新しくこの時期に語彙として成立した女性名詞
mode＝「流行」となり，その中心はヴェルサイユからパリへ移動した。複数形のmodesは「流行品」
を意味するようにもなり，それを商うモード商marchandsdemodesという職業が成立した。19世
紀に入ると高額商品を扱っていたモード商とは異なり，店に商品を陳列し，値札をつけ，定価制，現
金即日払いで買い物の心理的負担を下げ，半奢侈を基礎とする都市のモードを実現し娯楽としてのショッ
ピングを可能にした「新物商」が登場した。それこそが世界初の大規模小売業態として大衆消費の舞
台となる百貨店の直接的な起源である。19世紀半ばにはイギリス人，チャールズ・フレデリック・
ワースがロンドンでの既製服製造と小売のやり方をパリに持ち込み，女性向け高級注文服（オートク
チュール）の製造と小売を合理化した。またポール・ポワレの登場とともに大規模な新規市場開拓が
行われ，シンプルなスーツを販売するシャネルが爆発的な人気を獲得した。第二次大戦中パリが占領
され，オートクチュールが停止すると，それまでパリのデザインを輸入・模倣していたアメリカで当
初より大量生産を意図したシンプルなカッティングを前提とするデザインが始まり，本格的なマスマー
ケットの時代へ突入するのである。角田奈歩『パリの服飾品小売とモード商 17601830』悠書館，
2013年
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（5） 松下憲三朗『屑繭の製糸』（「製糸の鑑」 第7編）丸山舎，1908年／鴻巣久『絹糸紡績と屑物整理』
蚕業新報社，1912年／森山二郎『絹糸紡績』丸善，1919年／同『絹糸紡績 続』丸善，1925年（森
山二郎『絹糸紡績』丸善，1933年（改版）／大塚重蔵『蚕糸屑物と其精練法』明文堂，1927年）／
日本紡織通信社編集局編著『本邦絹糸紡績事情』日本紡織通信社，1924年／小岩隆道『絹紡績』三
省堂，1936年／小岩隆道『最新絹糸紡績学 上巻』工政会出版，1935年
（6） 濱崎實『絹糸紡績業の経済分析』明文書房，1990年
（7） 山内雄気「1920年代の銘仙市場の拡大と流行伝達の仕組み」，『経営史学』，44（1），330，2009年
6月
（8） 前澤輝政『近藤徳太郎』中央公論事業出版，2005年
（9）『米欧回覧実記』（1～5）岩波文庫，1978年
（10） 2頭以上の蚕が共同で営繭したもので，通常より大きく，中央のくびれを特徴とする。2頭で作る
ため糸層の重なりが不規則でほぐしにくく，もつれて糸が切断されやすくなるため繰糸が困難である。
また糸量も少ない。
（11） 蛹が化蛾して繭を破って出たもの。
（12） 蚕に蛆が寄生し，体内で蛆が成長して繭から出たもの。ぼろぼろになるため紬糸か真綿の原料とす
る。出殼繭より繭層が薄く，質も悪い。
（13） 繭中で蚕が斃死したもの。
（14） 死籠り繭から出た汚液が繭層に染み込んだもの。
（15） 上簇中，天候が湿潤だったか室内換気不十分だったために，蚕の汚液で繭色が不良のもの。
（16） 松下憲三郎『製糸の鑑』丸山舎，1908年（第七編 屑繭の製糸）参照。
（17） GiovanniFederico,AnEconomicHistoryoftheSilkIndustry,18301930,CambridgeUniversity
Press,1997,pp.4344によれば187577年から19271929年にかけて世界の生糸消費量が5.5倍に増
加しており，木綿（4.2倍），羊毛（2倍）を含む他の天然繊維には見られない急激な変化を見せた。
無論，化学繊維，特にレーヨンの需要拡大の勢い（1896年から19251929年にかけて300倍）とは
比べるまでもない。しかし高品質製品市場において絹は他のどんな繊維によっても代替できない特別
な商品であった。絹が木綿や毛織物の市場を侵食していく現象は，まず1830年代のイギリスで見ら
れるようになり，更に1920年代のアメリカでは「誰もが慣れ親しんだ麻や木綿の代わりに絹織物を
求める」ようになったという。
（18） 松原建彦『フランス近代絹工業史論』晃洋書房，2003年，p.52.
（19） Ibid.,pp.8891.
（20） FrankWarner,TheSilkIndustryoftheUnitedKingdom.ItsOriginandDevelopment,London,
1921,pp.170171.
（21） EricKerridge,TextileManufacturesinEarlyModernEngland,ManchesterUniversityPress,
1985,p.67.
（22） JanetNelson,AnIntroductionSurveyoftheSilkIndustryinEighteenthCenturyLancaster,
inContrebis（TheofficialpublicationofLancasterArcheologicalandHistoricalSociety）,vol.
10,1982,pp.1426.参照。
（23） JohnStyles,Fashion,TextilesandtheOriginsoftheIndustrialRevolution（PaperfortheAnglo-
JapaneseConferenceofHistorians,Osaka,August2015）
（24） Jean-JacquesBoucher,Artsettechniquesdelasoie,Paris,1996,p.66.
（25） リスター・コーマーの原理については以下参照。玉川寛治「岩倉使節団が見たソルテア」，『技術と
文明』18巻2号，pp.5758.
（26） PeterKriedte,TaufgesinnteundgrossesKapital:Dieniederrheinisch-bergischenMennonitenund
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derAufstiegdesKrefelderSeidengewerbes,Vandenhoeck&Ruprecht,2007
（27） 2016年6月13日，園部の日本天鵞絨工業㈱においてインタビューした藤本義人社長談。
（28） 内務省史編纂委員編纂委員会『内務省史』1971年，pp.551552.
（29） GiorgioBole,Annuariodel・i.r.IstitutobacologicosperimentalediGorizia,Gorizia,1873,p.vi.
（30）『絹紡工業会月報』第22号，1934年1月参照。グレーフェンについては，小澤健志『お雇い独逸
人科学教師』青史出版，pp.169174.
（31） その成果をまとめたのが次の研究書である。GiovanniBole,LabachicolturanelGiappone,
Gorizia,1898.ゴリツィアには写真なども豊富に残されており，今後の研究の進展が期待される。
（32）『明治19年農商務省第6回報告千住製絨所，明治前期産業発達史資料 別冊（17）Ⅰ・Ⅱ』，明治41
（1908）年
（33） LouisGueneau,Lyonetlecommercedelasoie,Lyon,1923（Rep.ed.,NewYork,1973）,pp.234
35.
（34） Markovitch,L・industriefranaisede1789a1964－Conclusionsgenerales.Novembre1966,p.41.
（35） 大阪時事新報，1919年4月29日を参照。
（36） LyonSoieries:ArchivesdelaSocieteAnonymedeFilaturesdeSchappedeLyonetde
ReneFranc.19121933.（ChomaratMs0492）リヨンの公文書館にプライベート・コレクションを
開放しているMichelChomarat氏の厚意により本史料の使用と内容の発表が許可された。Thanks
toMr.Chomaratwhokindlyleaveshisprivatecolectionaccessibletousalatthecityarchive
ofLyon,wecanunderstandthecontextofthedecreaseoftheFrenchproductionofspunsilk
after1920s.
（37） 大阪時事新報，1919年4月29日。
（38） 1856年イギリスで偶然合成された塩基性のアニリン染料が可能にしたモーヴ（赤紫）を嚆矢とし
て以後，次々と合成アリザリンなど，合成インディゴが次々と開発・販売されるようになった。選択
肢の広い幅や鮮やかな発色を可能にした化学染料は，江戸末期から日本にもたらされ，伊勢崎では明
治19年に染色講習所を設置し，また秩父でも20年から絹織物組合主催の染色講習会を開くなど，積
極的な普及活動が始まった（埼玉県秩父繊維工業試験場編『秩父織物変遷史』中央公論事業出版，
1960年，p.180）。
（39） 山内雄気「1920年代の銘仙市場の拡大と流行伝達の仕組み」，『経営史学』第44巻第1号，2009年，
pp.330.
（40） 藤森照信編『考現学入門』筑摩書房，1987年（初出は1930年），p.124.
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